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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成23年２月10日に提出いたしました第67期第３四半期(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31

日)四半期報告書において、記載事項の一部に訂正を要する箇所がありましたので、これを訂正するた

め、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　　第２事業の状況

　　　３　経営上の重要な契約等

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

３ 【経営上の重要な契約等】

　（訂正前）

当社は、平成22年12月３日付で、ハックとの間で、業務及び資本提携に関する補訂合意（以下「本補訂

合意」といいます。）を締結しております。この補訂合意によって、当社及びハックは、ハック（その関

係会社を含みます。以下同じ。）が33.4％以上の議決権を保有している限り、①当社は、同社の同意なし

に、同社の議決権保有割合を低下させる新株発行等を行わないこと、②当社が割当予定先の議決権保有割

合を低下させる新株発行等を行う場合、同社は33.4％の議決権保有割合を維持するために必要な新株の割

当等を当社に請求できること、③当社が当社取締役（最大12名）のうち３名を上限として、ハックが指名

する者を選任することを合意しております。

　（訂正後）

当社は、平成22年12月３日付で、HACHとの間で、業務及び資本提携に関する補訂合意（以下「本補訂合

意」といいます。）を締結しております。この補訂合意によって、当社及びHACHは、HACH（その関係会社

を含みます。以下同じ。）が33.4％以上の議決権を保有している限り、①当社は、当社が企図する時期に

おいて新株発行等を行わないことが当社の財務状況に重大な影響を及ぼすと合理的に認められる場合を除

き、同社の同意なしに、同社の議決権保有割合を低下させる新株発行等を行わないこと、②当社が割当予

定先の議決権保有割合を低下させる新株発行等を行う場合、同社は33.4％の議決権保有割合を維持するた

めに必要な新株の割当等を当社に請求できること、③HACHは、上限３名までの当社の取締役候補者を、当

社の取締役会の決議に付すために上程することができ、当社は、当該候補者が当社の企業価値の向上に寄

与すると合理的に判断される場合、当社の取締役会決議を経て、これらの者を当社の株主総会にその決議

に付すために上程するものとすることを合意しております。　

以上
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